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戦後、上伊那教育会は

⑧義勇軍救援のために
何をしたか

義勇軍生徒辰野駅前出迎え勤務

計画表（上伊那教育会所蔵）
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昭
和
2
1
年
3
月
、
上
伊
那
教
育

会
は
義
勇
軍
の
救
援
活
動
を
周
始

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
各
学
校
長
・
町
村

長
に
①
家
庭
援
護
の
留
意
②
町
村

父
兄
会
の
開
催
③
家
庭
訪
問
④
嘆

願
書
の
提
出
－
を
要
請
し
ま
し
た
？

3
月
か
ら
、
G
H
Q
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
宛
・
中
華
民
国
代
表
宛

・
ソ
連
代
表
宛
の
「
在
満
鮮
同
胞
救

出
児
童
救
援
に
関
す
る
嘆
願
声

署
名
を
呼
び
か
け
、
上
伊
那
全
域

か
ら
集
ま
っ
た
嘆
願
書
は
、
お
よ

そ
5
万
通
に
達
し
ま
し
た
。

、
5
月
、
義
勇
軍
や
開
拓
団
の
滞

州
・
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
げ
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
、
6

月
、
「
義
勇
軍
弔
慰
金
並
援
護
資
金

募
集
」
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

趣
意
書
に
は
、
「
教
育
会
に
於
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
が
（
義
勇
軍
の
）
送

出
の
任
に
当
た
り
ま
し
た
関
係
よ

り
、
こ
の
現
状
（
多
く
の
犠
牲
者
を

出
す
の
や
む
な
き
に
至
り
、
生
く

る
者
漸
く
に
し
て
故
里
に
帰
る
の

惨
状
）
を
黙
視
す
る
に
忍
び
ま
せ

ん
の
で
義
勇
軍
弔
慰
金
並
援
護
資

金
を
募
集
す
る
」
こ
と
に
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
募
金
は
総

額
約
6
万
7
0
0
0
円
に
達
し
、

教
育
会
は
そ
れ
を
該
当
者
に
配
分

し
て
届
け
ま
し
た
。
「

7
月
2
3
日
～
日
月
3
0
日
の
4
カ

月
間
、
「
青
少
年
義
勇
軍
引
揚
生

徒
辰
野
駅
前
出
迎
え
勤
務
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
上
伊
那
教
育
会
の

教
職
員
が
、
毎
日
2
4
時
間
体
制

で
、
辰
野
駅
前
で
義
勇
軍
帰
還
生

徒
な
ど
を
出
迎
え
ま
し
た
。
西
春

近
村
以
北
の
飯
田
線
沿
い
の
国
民

学
校
が
昼
間
勤
務
（
午
前
7
時
～

午
後
7
時
）
を
、
辰
野
駅
を
地
元

と
す
る
3
国
民
学
校
が
夜
間
勤
務

（
午
後
6
時
3
0
分
～
翌
朝
7
時
）

を
務
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
「
義
勇
軍
帰
還
者
の

引
揚
げ
状
況
の
聴
取
と
記
録
」
「
義

勇
隊
善
後
処
置
委
員
会
を
設
置

し
、
帰
還
者
の
厚
生
事
業
と
戦
病

没
者
遺
族
慰
問
を
実
施
」
「
義
勇
軍

伊
那
公
園
に
あ
る
「
少
年
の
塔
」

昭
和
溺
年
に
「
少
年
の
塔
」
除
幕


